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11 世紀末、上皇が直接的な父権に基づき、天皇（上皇の子や孫）の政務を代行する院政が始まった。摂関政
治は母方の祖父という立場に活かし、対する院政は実父という立場に活かす。院政の開始は、後三条天皇の治
世下で摂関家が力を失ったことと、そして、子孫で皇位継承を続けたいという白河上皇の熱意による。 

 

 

 

 

 

○院政の成立 

●子孫の皇位継承の維持 

後三条天皇の死後、子の(１)     天皇が即位した。 

 

 

1086 年、（１）は自ら譲位し、幼少の子(２)     天皇を即位させた。 

⇒（１）上皇は、天皇の実父（あるいは実祖父）として、 

天皇の政務を代行する(３)     を開始し、子孫の皇位継承を守り続けた。 
◇上皇の住居を院と呼び、やがて上皇自身のことも院と呼称 

◇藤原氏は堀河の摂政に就いたが、既に摂関政治をする意志も力も喪失 

◇薬子の変後、発言力の優劣は「上皇＜天皇」と決まったが、 
 実の親子同士の話になれば「実父（上皇）＞実子（天皇）」に逆転 
◇大江匡房

まさふさ
は日記に「今の世のことは、まず上皇の御気色を仰ぐべきか」と記載 

 

（２）天皇の死後、（１）は(４)     天皇を即位させた。 

⇒（１）は（４）の実祖父として（３）を続けた。 

 

 以降、（３）は朝廷の基本的政治形態となった。 

 

○院と院政について 

●院政の実態 

上皇が天皇の政務を代行する以外は、従来の政治の運営方式と変わらない。 
◇上皇は天皇の陰で指示・命令（(５)     ）を与え、最終的な裁断 

 

 上皇による天皇の政務の代行、特に人事権の掌握は絶大な効果をもった。 
◇史料「（白河上皇は）意に任せ、法に 拘

こだわ
らず、除目・叙位を行ひ給ふ」 

 

●院に集う人々 

上皇の周辺には、受領の経験者や天皇・上皇の乳母
めのと
の血縁者が集まり、 

(６)      と総称される側近として成功を目的に
．．．．．．

仕えた。 

⇒（６）は上皇の政策決定の補佐を担う機関(７)     を組織した。 
◇（６）…人事（除目・叙位）による成功を目的に造寺・造仏の費用を負担 
 

（７）は、上皇に寄進された荘園や国政に効力をもつ(８)       を出した。 

院政の開始 

自分の弟ではなく、自分の子孫で皇位継承を続けたい！ 

図１ 白河上皇（法皇）

図２ 後三条からの系図 

父の遺言（弟たちに 
皇位継承すること）!? 
知らんわ！！ 

図３ 院政の構造 



 上皇を含む皇族関係者も収益を得たい。 
⇒（10）の制度に似た方法をとった。 

●院の親衛隊 

白河上皇は権力の支えとして、独自の警護組織(９)         を設けた。 

→白河は軍事貴族の平正盛
まさもり

を（９）に任命して重用した。 
⇒以後の上皇にも、（９）は保持され続けた。 

◇（９）…院の北面で勤務したことに由来 

 

●院政の経済的基盤 
官位相当制上、上級貴族は国司になれない。 

⇒上級貴族は自分が国司にならずに収益を得る方法を考えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇その他、上皇に寄進された荘園も院政を支える重要な基盤 
→上皇は、寄進された荘園の所有権を近親の女性や寺院に賜与 

⇒鳥羽上皇が八条院（皇女）に与えた荘園群八条院領、 
後白河上皇が長講堂に与えた

．．．．．．．
荘園群(11)       が有名 

 

●上皇と仏教 

院政をおこなう上皇は、世俗の制約を避けるために出家し、(12)     と呼ばれた。 
⇒白河法皇が建立した(13)      をはじめ、「勝」の字をもつ６寺院を(14)      と総称する。 
◇(15)     は、浄土につながる場所として信仰をあつめ、上皇もたびたび参詣 
 

●朕ガ心ニ従ハザル者 
当時、大寺院は武装した僧(16)     を組織していた。 

→上皇が仏教に篤く帰依したので、（16）は寺院を守護する神社の 
神木・神輿

しんよ
をかつぎ、強引に要求を通す(17)     に度々及んだ。 

⇒神罰を恐れて、上皇や貴族は要求をのむしかなかった。 

◇白河
．．
上皇
．．
「賀茂
か も
川ノ水、双六

すごろく
ノ賽
さい
、山法師

．．．
ハ、是

こ
レ朕
ちん
ガ心ニ従ハザル者」 

＜興福寺（別称：(18)     ）＞ 
僧兵の呼称…(19)        
寺院を守護する神社…(20)      （神木を利用） 

＜延暦寺（別称：(21)     ）＞ 
僧兵の呼称…(22)       
寺院を守護する神社…(23)       （神輿を利用） 

図４ 北面の武士 

＜(10)      の制度＞ ＜通常の体制＞ ＜院宮分国の制度＞ 

（10）・院宮分国の制度による収益の一部が、院政を支える基盤 

図７ 天下三不如意 

図８ 神輿 

図５ 鳥羽上皇（法皇） 図６ 後白河上皇（法皇）


